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はじめに 



はじめに 
 

     国立大学法人浜松医科大学 医学部医学科 地域医療支援学講座 

特任教授 竹内 浩視 

 

 地域医療支援学講座は、平成 30年（2018年）４月に静岡県による寄附講座として浜松医

科大学に設置され、通算５年目となりました。これまでの皆様のご理解とご支援に対しま

して、この場をお借りして改めて厚くお礼申し上げます。 

 

 講座設置２年目の終盤となる令和２年（2020年）１月 30日、世界保健機関（WHO）は新

型コロナウイルス感染症について「国際的に懸念される公衆衛生学上の緊急事態（ＰＨＥ

ＩＣ）」にあると宣言し、同年３月 11 日にはパンデミック（世界的な大流行）とみられる

旨を表明しました。それから早くも４年目を迎えています。 

 この間、新型コロナウイルスは変異を重ね、毒性が低くなった一方で感染性を高めるこ

とにより、現時点で第８波まで流行が繰り返されています。今年（令和５年（2023 年）；以

下、年号の標記がないものは同じ）１月 27日に、政府は、特段の事情が生じない限り、５

月８日に感染症法上の位置付けを季節性インフルエンザと同等の５類感染症に見直すとし

ました。また、２月 10日には厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部から、３

月 13日以降の取扱いとして「マスク着用の考え方の見直し等について」と題した事務連絡

が発出されました。 

これらの動きを受けて、マスク着用に関して様々なレベルで議論がなされていますが、

以前であれば「非日常」であった状態が「日常化」した結果、「日常生活」がどのように落

ち着いていくのかが注目されるところです。今後、時間はかかっても徐々に終息に向かっ

ていくであろう新型コロナウイルス感染症への対応が、これからの新興・再興感染症対策

に活かされ、将来を担う子どもたちの健やかな成長につながるよう、一人ひとりが自身の

判断で適切な行動を取っていくことが大切であると思います。 

 

 さて、３年後の 2025 年には団塊の世代が 75 歳以上となりますが、少子高齢化はその後

も加速することが見込まれています。現在国では、団塊ジュニアの世代が 65 歳以上なり、

全国の高齢者人口がピークを迎える 2040年を展望した検討が進められています。 

 また、社会保障制度の焦点がこれまでは主に高齢者（特に 75歳以上）に当たっていまし

たが、２月 28日に、令和４年（2022年）の年間出生数が比較可能な 1899年以降で初めて

80万人を割り込む（799,728人）との衝撃的な人口動態統計速報（令和４年 12月分）が出

され、４月には内閣府の外局として子ども家庭庁が創設されるなど、ようやく、そして一

気に少子化にも焦点が当たってきたように思います。 

 ただ、少子化が前向きに議論されることは喜ばしいのですが、その親の世代、すなわち
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30代から 50代前後にかけての医師、特に病院常勤医師が、日々の生活の中で「満足度・生

活の質（Well-being）の向上」をどこまで実感しているかが気になります。本報告書の「女

性医師の増加と医師の働き方改革・医師需給推計」の項に記載したとおり、現在 49歳以下

の医療施設従事医師総数に占める女性医師の割合は、本県で約 25％、全国では 30％に迫っ

ており、この 10年間で急速に増加しています。その半面で、男性医師が圧倒的多数を占め

る 60代以上に比べ、30代から 50代前後で家庭の負担が大きい女性医師や、長時間労働が

続き若手医師のなり手が少ない診療科・部門の男性医師の疲弊感は相当なものではないか

と感じています。 

さらに、令和６年（2024年）４月からの医師の時間外労働の上限規制と健康確保措置の

適用に伴う地域の医療提供体制への影響も大変懸念されるところですが、このような状況

は、女性医師だけの問題ではなく、男女雇用機会均等法をはじめとする日本の労働政策、

さらには日本における男女の性的役割分担（いわゆる「ジェンダー・ギャップ」）や家族観

の問題にもつながる大きな課題であると個人的には考えています。 

 

 このような状況の中で、来年度には第９次静岡県保健医療計画（以下、次期医療計画）

の策定作業が本格化します。令和６年（2024年）４月を始期とする６年間の計画期間の中

で、初年度に医師の働き方改革が本格的に導入され、翌年の 2025 年には団塊の世代が 75

歳以上となるほか、最終年度の令和 11年度（2029年度）頃には全国の医師数が約 36万人

となり、時間外労働を他業種並みの年間 960 時間に制限すれば医師の需給が均衡する（令

和２年度（2020年度）医師需給推計）など、地域の医療関係者に限らず、行政や受療者で

ある住民にとっても、医療提供体制に関する大きな局面を次々と迎えることとなります。 

 そのため、次期医療計画の策定作業においては、将来推計人口や世帯構成の予測など、

基本的な社会構造の中長期的な見通しを十分理解した上で検討を重ねていく必要があると

考えています。 

 

 間もなく、国立社会保障・人口問題研究所から令和２年（2020年）国勢調査結果に基づ

く全国の将来推計人口が公表されることと思いますが、都道府県・市区町村レベルの推計

値は全国推計から１年程度遅れて公表されています。 

 当講座では、都道府県・市区町村レベルの公表を受け、昨年度に発行して好評をいただ

いた資料集を改訂したいと考えていますが、当面は本報告書と併せて現行の資料集をご活

用いただき、それぞれの地域における将来のあるべき医療提供体制について、地域医療構

想調整会議をはじめとする協議の場で議論を深めていただければ幸いです。 

 

 最後になりますが、引き続き、当講座にご指導ご鞭撻並びにご支援を賜りますよう、よ

ろしくお願い申し上げます。 
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第１章 

地域医療支援学講座の 

概要 



 

第１章 地域医療支援学講座の概要 
 

 地域医療支援学講座（以下、本講座）は、浜松医科大学（以下、本学）における静岡県の

寄附講座の一つとして、平成 30年（2018年）４月１日に設置された。なお、静岡県と本学

との協定に基づく本講座（第Ⅱ期）の設置目的や事業概要は以下のとおりとなっている。 

 

１ 設置目的 

  医師の地域偏在解消、地域医療構想の実現に向けて、効率的効果的な医師の配置、集

約化（拠点化）のための調査分析、医師派遣調整を通じて、医師不足地域における研修

体制の充実を図ることを目的とする。 

 

２ 事業概要 

（１）事業費 

 令和４年度静岡県当初予算（地域医療確保支援研修体制充実事業）30,000千円 

※ 本事業は、令和４年度地域医療介護総合確保基金（医療分）事業の一部である。 

※ 本講座の設置予定期間（第Ⅱ期）は、令和３年度（2021 年度）から令和５年度

（2023年度）までの３年間（予定）となっている。 

 

（２）事業内容 

  ・地域及び診療科ごとの必要医師数等の調査分析、医師確保、育成のための対策の検討  

  ・新専門医制度の影響の調査分析、対応方策の検討 

・県東部地域における、あるべき医療提供体制の提示と病院の機能分担・連携の促進 

・県東部地域への派遣に向けた調整 

・その他１の設置目的を達成するために必要な事業 

 

３ 寄附講座の背景 

  当講座の設置目的は１のとおりであるが、医師の需給状況や医師の研修体制は、医師

以外の医療従事者の状況や、地域の医療提供体制などに大きく影響される。 

  令和３年（2021年）５月 21日に、「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確

保を推進するための医療法等の一部を改正する法律（令和３年法律第 49号。以下、医療

法等改正法）」が成立した（５月 28日公布）*1。同法は、医療法のほか各身分法（医師法

等）や地域医療介護総合確保法の一部改正を含み、良質かつ適切な医療を効率的に提供

する体制の確保を推進する観点から、医師の働き方改革、医療関係職種の専門性の活用、

地域の実情に応じた医療提供体制の確保を進めることを目的としている。（図 1-1） 

  この中には、令和２年（2020年）初頭から全国的な流行が反復し、地域の医療提供体

制に甚大な影響を及ぼしている新型コロナウイルス感染症を踏まえた新興感染症等にも

対応できるような医療提供体制の整備が求められているが、具体的な内容は、令和４年

（2022年）12月２日に成立（12月９日公布）した「感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律等の一部を改正する法律（令和４年法律第 96号。以下、改正感染

症法）」に規定され、順次施行*2されている。（図 1-1～3） 
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  また、これまでは、団塊の世代が 75 歳以上となる 2025 年を目標に、地域医療構想に

基づく医療提供体制の見直しが図られてきたが、今後は、高齢者人口の伸びは落ち着く

一方、現役世代人口の急減が見込まれることから、団塊ジュニアの世代が 65歳以上とな

り、高齢者人口がピークを迎えて減少に転ずる 2040 年を展望した対応が求められてい

る。（図 1-2,4） 

  現在、医療法等改正法は順次施行されつつあるが、次期医療計画（第８次医療計画*3：

計画年度は令和６年度（2024 年度）からの６年間）の策定作業等と連動しており、特に

令和５年度（2023 年度）までは、都道府県や医療機関において、国の動向を踏まえつつ、

非常に短い期間に数多くの取組が求められている。（図 1-5～8） 

  中でも、地域における医療提供体制と医療従事者、特に医師の確保は表裏一体である

ことから、ともに医療計画の一部である地域医療構想と医師偏在対策（医師確保計画）

において両者の一体的な取組が求められており、令和６年（2024年）４月からの医師の

時間外労働上限規制の本格適用とも併せて、行政（県・保健所設置市並びに各保健所）・

医療機関・医療関係等の緊密な連携による協働作業が求められている。（図 1-9） 

  なお、2025年までの取組となっている地域医療構想については、2040年頃を視野に入

れた新たな地域医療構想の策定に向けた課題整理・検討を行っていくこととなっている。

（図 1-10） 

 

４ 寄附講座の取組 

  ３を踏まえ、当講座では、医師以外の医療従事者の状況や地域の医療提供体制などに

ついても調査分析を行うこととし、その結果を踏まえて、医師偏在指標で下位１/３に位

置する医師少数県である静岡県において、医師数の増加を図るとともに、医療機能の分

担と連携、医療・介護連携の推進による多職種連携・多機関連携の下、限られた医師数

で最大限の効果を発揮するための対応方策の検討を進めている。 

  また、学内では、本学附属病院の卒後教育センター（臨床系各講座等と連携して臨床

研修・専門研修*4に関する業務を運営・統括）や女性医師支援センター（静岡県委託事業

「ふじのくに女性医師支援センター」の運営を兼ねる。）、関係事務部門等との連携を強

化するとともに、県内の医療関係団体（静岡県医師会、静岡県病院協会）の諸活動に寄

与することにより、県内の基幹病院等に従事する医師の確保や派遣調整等に努めている。 

  さらに、２名の特任助教は、それぞれの臨床分野における専門性（肝臓内科、小児科）

を活かした調査分析を行うとともに、附属病院や関連病院での診療活動等を通じて、県

内の医療機関における若手医師の育成にも寄与している。 

 

  *1 厚生労働省：「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医療法等の一部

を改正する法律」の公布について（通知）．令和３年５月 28 日医政発 0528 第１号厚生労働省医政局長

発各都道府県知事・保健所設置市長・特別区長あて通知． 
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  *2 厚生労働省：「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部を改正する法律」

の公布及び一部施行について（通知）．令和４年 12 月９日医政発第 1209 第 22 号・産情発 1209 第２

号・健発第 1209第２号・生食発 1209第７号・保発 1209 第３号厚生労働省医政局長ほか発各都道府県

知事・保健所設置市長・特別区長あて通知． 

  *3 国としては第８次の医療計画となるが、本県では、現行の医療計画（静岡県保健医療計画）が第８次

計画であるため、次期計画は第９次の医療計画となる。 

  *4 浜松医科大学医学部附属病院は、県内で唯一、日本専門医機構が定める専門研修の基本領域全 19領

域（診療科）の専門研修プログラムの基幹施設となっている。 

 

４ 事業実施体制 

  講座構成員（令和４年度在職者） 

特任教授      竹内 浩視 

特任助教      千田 剛士 

特任助教      増永 陽平（令和４年（2022年）12月１日～） 

特任研究員（非常勤）山田 友世 

同         上田 規江 

事務補佐員（派遣） 石垣 亜純（～令和４年（2022年）６月 10日） 

同         村松 由記子（令和４年（2022年）４月 25日～）  
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第２章 

令和４年度(2022 年度) 

事業実績 

 



 

１ 医師偏在の解消及び地域医療構想の実現に向けた地域における医療提供体制の在り方 

  に関する検討（総論） 

（１）はじめに 

   第１章の「寄附講座の背景」で述べたように、これからの地域における医療提供体制

（「地域医療構想」）と医師偏在対策（「医師確保計画」）は表裏一体であり、ともに医療

計画の一部であることから、両者の一体的な取組が求められている。（図 2-1） 

   本県は東西に長く、地域により特性が異なることから、これらの取組においては、県

全体と併せて、地域（主として二次医療圏）ごとのきめ細かい対応が求められる。 

   来年度は次期医療計画（第９次静岡県保健医療計画）の策定が予定されていることか

ら、今年度は、本格的な策定作業に資する基礎資料として、現在の医療機関、特に病院

を取り巻く環境と、将来推計人口に基づく医療介護需要予測などからみたこれからの地

域医療の方向性について取りまとめた。 

 

※ 本項の一部は、令和５年（2023 年）２月に公益社団法人静岡県病院協会が開催した静岡県委託事業

「令和４年度医療機能分化連携促進研修会（地域別研修会）」で使用した。 

※ 本項の内容は、当講座独自の視点や見解に基づくものであり、浜松医科大学、静岡県、厚生労働省、

その他の公式な見解ではない。 
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（２）人口の推移・少子高齢化と世帯構造の変化 

  ア 人口の推移と少子高齢化の進行 

    日本は、1980 年代以降急速に高齢化が進み、21 世紀に入ると世界で最も高齢化が

進んだ国となり現在に至っている。また、平均寿命でも男女とも常に世界の最上位レ

ベルにあり、健康寿命が世界一の長寿社会を迎えている。（図 2-2，表 2-1・2） 

    このような背景から、国では「人生 100年時代」を見据えた政策のグランドデザイ

ンを検討するための会議（「人生 100年時代構想会議」）が設置された*1が、令和５年

（2023年）２月 28日に発表された令和４年（2022年）の人口動態統計速報で、同年

の出生数が統計のある 1899 年以降、初めて 80 万人を割り込み*2、これまでの推計よ

りも 11 年早く少子化が進行している*3 ことが明らかとなるなど、将来の人口減少に

対する危機感はこれまで以上に高くなっている。 

 

    本県については、平均寿命は全国並みであるが、健康寿命では全国を常に上回って

おり、健康長寿県の一つであるが、人口が既に減少局面にある中で、一部の市町や２

つある指定都市（静岡市、浜松市）の中山間地域では高齢化率が 40％台半ばを上回る

など、他県と同様に、人口減少と少子高齢化への対応が大きな課題となっている。（図

2-3～5） 

    令和２年（2020 年）10 月に実施された直近の国勢調査の結果では、少子高齢化は

全体として東高西低の状況にあり、特に東部・中部地域と西部地域では、年少人口割

合や高齢者人口割合に差があることに留意する必要がある。（表 2-3） 

 

    本県の将来推計人口の推移を二次医療圏別にみると、東部地域、特に伊豆半島に位

置する二次医療圏の人口減少が著しい一方で、西部地域の人口減少率は比較的低くと

どまっている。（表 2-4，図 2-6～8） 

    また、人口３区分（15 歳未満；年少人口、15～64 歳；生産年齢人口あるいは現役

世代人口、65歳以上：老年人口あるいは高齢者人口、以下、高齢者人口）についてみ

ると、前２区分で今後、県内の地域差が拡大することが見込まれ、その傾向は年少人

口で顕著であった。（図 2-9） 

    このうち、高齢者人口について、65歳以上と 75歳以上（再掲、以下同じ）に分け

てみると、東部・中部地域では、65歳以上人口は団塊ジュニア世代が加わる 2040年

頃まで既に横ばい状態になっている一方で、75 歳以上人口は団塊の世代が加わるこ

とから、2030 年まで急速に増加するが、その後は一転して減少に転じることが見込

まれている。また、西部地域では、75歳以上人口が 2025年以降、2035年まで他の地

域を大きく上回るペースで増加し、その後も横ばい状態が続くことが見込まれている。

また、65歳以上人口についても、75歳以上人口に比べて伸びは低いものの、2035年

まで緩やかに増加を続け、団塊ジュニア世代が到達する 2040 年頃に伸びが加速し、

その後は横ばい状態になるものと見込まれている。このように、高齢者人口は、地域

別と併せて、いわゆる前期高齢者（65～74 歳）と後期高齢者（75 歳以上）に分けて
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検討する必要がある。（図 2-10） 

 

    さらに、高齢者人口の推移は、同じ地域内でも、二次医療圏ごとに大きな違いがあ

ることに留意する必要がある。 

    東部地域では、伊豆半島の南半分から東海岸にかけての賀茂・熱海伊東の各二次医

療圏で既に 65 歳以上人口が減少に転じており、75 歳以上人口も 2025 年以降は減少

が見込まれている。また、伊豆半島の中央部・西海岸北部から富士山麓の東側までの

10 市町から構成された駿東田方医療圏では、圏域全体は全県とほぼ同様に推移する

が、市町により大きな違いがある。また、富士山麓の南側から西側を占める富士医療

圏は、東部地域の他の二次医療圏と異なり、全県を上回る推移を示している。（図 2-

11・12） 

    中部地域では、静岡市と行政区域が一致する静岡医療圏が、65歳以上では 2025年

以降、75歳以上でも 2030年以降は全県を下回る推移を示しており、志太榛原医療圏

を下回っている。志太榛原医療圏についても、全県とほぼ同様に推移するが、2035年

以降は人口の伸びが全県を下回っている。（図 2-13） 

    西部地域では、65 歳以上人口は中東遠医療圏・西部医療圏ともに全県を大きく上

回る伸びを示すが、中東遠医療圏は 2030年以降、横ばい状態となっている。75歳以

上では、2030年以降、両医療圏ともに全県を上回る伸びを示すが、西部医療圏はその

後も増加傾向が続くのに対して、中東遠医療圏では 2040 年以降、大きく減少に転じ

ている。（図 2-14） 

 

    2020年と 2040年の人口ピラミッド（男女計）で年齢階級別人口を比較すると、東

部・中部地域では 85 歳以上、西部地域では 80 歳以上の高齢者が増加し、特に 90 歳

以上の高齢者は、すべての二次医療圏で大きく増加することが見込まれている。（図

2-15～26） 

    90歳以上の高齢者は「超高齢者」とも呼ばれる*5が、この年齢層では、複数の慢性

疾患を有し、日常生活に何らかの支障がある者が相当程度を占めることから、自力で

の通院が困難な者の増加が容易に予測される。 

 

    また、2040 年の人口ピラミッドにおける年齢階級別人口を男女別にみると、24 歳

までは男女がほぼ同数であるが、人口規模が大きい駿東田方・静岡・西部医療圏を中

心に、25歳以上（大学卒業年齢相当以降）の女性が同年齢の男性に比べて少ないこと

から、就業前後で女性が県外に流出していることが考えられ、少子化に拍車をかけて

いる可能性が考えられる。（図 2-15～26） 

 

    このように、本県においては、少子高齢化は全体として東高西低の状況にあるが、

地域や二次医療圏、市町により違いがあるほか、今後、地域差が拡大することが見込

まれている*4。また、今後、高齢化がさらに進行する中で、いずれの二次医療圏にお
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いても、複数の慢性疾患を有し、日常生活に何らかの支障がある高齢者が相当程度を

占め、自力での通院が困難な高齢者の増加が見込まれることから、地域における医療

提供体制を検討する際は、高齢者の日常生活を支える介護サービスとの連携を前提に、

介護サービスの提供体制と併せて、協議を重ねていく必要がある。 

 

*1 首相官邸ホームページ：「人生 100年時代構想」 

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/ichiokusoukatsuyaku/jinsei100.html 

    （令和５年３月 31 日確認） 

  *2 厚生労働省：「人口動態統計速報（令和４年 12月分）」（令和５年２月 28日発表） 

    https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/s2022/dl/202212.pdf 

    （令和５年３月 31 日確認） 

  *3 朝日新聞 DIGITAL：「出生数、初の 80 万人割れ確実に 2022年の速報値」（2023年２月 28 日） 

https://www.asahi.com/articles/ASR2X4HRDR2WUTFL01S.html（令和５年３月 31 日確認） 

  *4 詳細は、当講座の令和３年度（2021 年度）研究報告（資料集）「グラフで見る静岡県の将来推計人口と

医療介護需要予測」（浜松医科大学ホームページ内、地域医療支援学講座ウェブサイト）を参照。 

    浜松医科大学ホームページ 地域医療支援学講座ウェブサイト 

    ホーム＞教育＞医学部医学科＞医学科講座等紹介＞地域医療支援学講座＞活動実績 

    https://www.hama-med.ac.jp/education/fac-med/dept/regional-medcare-sprt/index.html 

    （令和５年３月 31 日確認） 

  *5 日本老年学会・日本老年医学会 高齢者に関する定義検討ワーキンググループ：「高齢者の定義と区分に関

する、日本老年学会・日本老年医学会 高齢者に関する定義検討ワーキンググループからの提言（概要）」 

    https://www.jpn-geriat-soc.or.jp/proposal/pdf/definition_01.pdf（令和５年３月 31日確認） 

 

 

   人口の推移・少子高齢化と世帯の状況のまとめ 

   〇その１ 人口の推移と少子高齢化の進行 

   ・本県においては、少子高齢化は全体として東高西低の状況にあるが、地域や二次医

療圏、市町により違いがあるほか、今後、地域差が拡大することが見込まれている。 

   ・今後、高齢化がさらに進行する中で、いずれの二次医療圏においても、90歳以上の

「超高齢者」が大きく増加することから、複数の慢性疾患を有し、日常生活に何ら

かの支障がある者が相当程度を占め、自力での通院が困難な者の増加が見込まれる。 

   ・地域における医療提供体制を検討する際には、高齢者の日常生活を支える介護サー

ビスとの連携を前提に、介護サービスの提供体制と併せて、協議を重ねていく必要

がある。 
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（２）人口の推移・少子高齢化と世帯構造の変化 

  イ 世帯構造の変化 

    1980 年代以降、日本の世帯構造は大きく変化しており、１世帯当たり人員は減少

が続いている。世帯構成についても、「夫婦と子供」の世帯は半減し、現在は総世帯

数の１/４に過ぎず、社会保障制度の制度設計の基準となっている、夫婦と子供２人

の４人世帯で有業者が世帯主１人だけの「標準世帯（モデル世帯、モデル家族）」*6は

総世帯数の５％にも満たないとの試算もある*7。（図 2-27・28） 

    一方で、「単独世帯」は総世帯数の４割近くを占め、「ひとり親と子供」の世帯も１

割近くを占めており、少子高齢化の進行とともに、患者の受療動向に大きな影響を与

えている可能性がある。（図 2-28） 

 

    令和２年（2020 年）10 月に実施された直近の国勢調査の結果では、本県における

世帯の状況は、全国に比べて単独世帯が少なく、３世代世帯が多い傾向にあるが、二

次医療圏により差がみられる。（図 2-29） 

    このうち、単独世帯は、高齢化率が高い賀茂・熱海伊東医療圏と、大学が多く位置

する静岡・西部医療圏で総世帯数に占める割合が高い。また、３世代世帯は、富士・

志太榛原・中東遠医療圏で総世帯数に占める割合が高く、これらの医療圏では単独世

帯の割合が低くなっている。（図 2-29） 

 

    世帯構造の変化に伴い、高齢者のいる世帯に占める単独世帯（高齢者単独世帯）の

割合は年々高まってきたが、今後は、平均寿命の延伸により高齢者が増加する一方で、

配偶者との死別・離別以外に、高齢者の未婚率の上昇が見込まれていることから、こ

れまで以上に高齢者単独世帯が増加するものと考えられ、2040 年には高齢者単独世

帯の約６割が 75歳以上、約１/４は 85 歳以上と推計されている。（図 2-30～32） 

    このように、高齢者単独世帯、中でもより高い年齢層の高齢者の単独世帯の増加が

見込まれる状況では、地域とのコミュニケーションや日頃からのつながりが重要とな

るが、高齢単独世帯（特に男性世帯）では会話頻度が低く、日頃の手助けで頼れる人

がいない世帯が多くなっている。（図 2-33・34） 

    また、一人暮らしの高齢者が「介護を頼む人」は、３世代世帯の減少や未婚者の増

加に伴い、ホームヘルパーや訪問看護師などの外部サービスを利用する者の割合が増

加しており、特に未婚の男女や配偶者と離別した男性で外部サービスに頼る割合が高

いほか、未婚男性や離別した男女で「特にない」との回答が多くなっている。（図 2-

35・36） 

    結果として、日常生活に支援を必要とする高齢者世帯は今後も増加が見込まれてお

り、その対応も大きな課題となっている。（図 2-37） 

 

    また、このような高齢者単独世帯で急病や外傷等が発生した場合には、緊急の移動

手段がないことから、救急車により二次救急医療機関に救急搬送され、入院となるこ
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とも少なくない。その場合、自立した日常生活が可能であれば自宅への退院も考えら

れるが、介護者の支援が必要な場合には介護施設等への入所が選択肢となる。 

    しかしながら、施設入所時には、契約書に本人以外の署名を求める施設が約 95％

を占めており、本人以外の署名が得られない場合は約３割の施設が受け入れていない

との調査結果もあり、今後はさらに「高齢の救急入院患者における退院困難事例」が

増加することが見込まれる。（図 2-38） 

 

    本県における世帯の状況をみると、全県では 65歳以上の高齢者がいる世帯（65歳

以上の高齢者のみの世帯を除く）が全国よりもやや多く、65 歳以上の高齢者のみの

世帯の世帯構成は全国とほぼ同様であった。（図 2-39） 

    二次医療圏別では、高齢化率が高い賀茂・熱海伊東医療圏で、全世帯に占める高齢

者のみの世帯の割合が約４割と高く、高齢者のみの世帯での単独世帯の割合も高くな

っている。（図 2-39） 

    また、高齢者のみの世帯では、賀茂・熱海伊東医療圏以外に、静岡医療圏や駿東田

方医療圏で単独世帯の割合が比較的高くなっており、これらの二次医療圏に限らず、

二次医療圏単位の高齢化率のみに着目するのではなく、構成する市町や地域の高齢化

率や、世帯の状況にも留意する必要がある。（図 2-5：P.19，図 2-39） 

    人口減少と少子高齢化の進行は、それらに伴う世帯構造の変化とともに、地域の医

療提供体制に大きな影響を及ぼすことが考えられる。特に、高齢の救急患者を受け入

れる二次救急医療機関の負担を減らすためにも、高齢者の日常生活を支える「地域包

括ケアシステム」の整備が不可欠であり、その充実・強化は喫緊の課題である。（図

2-40） 

 

*6 総務省統計局：「家計調査 用語の説明」 

  https://www.stat.go.jp/data/kakei/2004np/04nh02.html 

  （令和５年３月 31 日確認） 注）モデル世帯、モデル家族ともいう。 

*7 是枝俊悟：「総世帯数の５％にも満たない「標準世帯」」 

  https://www.dir.co.jp/report/column/20180710_010074.html 

  （令和５年３月 31 日確認） 
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圏で単独世帯の割合が比較的高くなっており、これらの二次医療圏に限らず、二次
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や、世帯の状況にも留意する必要がある。 
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療提供体制に大きな影響を及ぼすことが考えられる。特に、高齢の救急患者を受け
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域包括ケアシステム」の整備が不可欠であり、その充実・強化は喫緊の課題である。 
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（３）多文化共生の視点 

   本県には、工業製品をはじめとする様々な「ものづくり」*8や、全国有数の遠洋漁業

基地である焼津港をはじめとする多くの漁港を有する水産業*9などに従事する、数多く

の外国人が在留している。その数は、平成に入り急速に増加したが、平成 20 年（2008

年）９月に米国で発生したリーマン・ショック後の世界規模の金融危機*10により大きく

減少し、その後は横ばい状態が続いている。（図 2-41） 

   市町別では、人口規模が大きい浜松市や静岡市のほか、産業活動が活発な市町で在留

外国人数が多く、総人口に占める割合でみると、西部・中東遠医療圏から志太榛原医療

圏の沿岸部で高く、駿東田方医療圏の一部市町でもやや高くなっている。（図 2-42） 

 

   近年は、医療・介護人材の不足を背景に、経済連携協定（EPA）に基づく外国人看護

師・介護福祉士候補者の受入れ（インドネシア、フィリピン、ベトナム）*11や、特定技

能制度に基づく介護分野等での受入れ（令和４年（2022年）12月末現在で 10か国）*12

により在留する外国人も増えており、特に後者では、令和４年（2022 年）12 月末現在

で、本県に 4,000人超が在留している。（図 2-43～45，表 2-5） 

 

   今後は、これらの枠組み以外によるものを含め、本県に在留する外国人がさらに増加

することが見込まれることから、多文化共生の視点からも、地域における医療提供体制

を整備していく必要がある。 

 

*8 静岡県公式ホームページ：「ふじのくにの「ものづくり」」 

  https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/information/myshizuoka/1002260/index.html 

  （令和５年３月 31 日確認） 

*9 静岡県公式ホームページ：「静岡県の水産業について」 

  h ttps://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/suisan/suisangyo/1040454/1027940.html 
  （令和５年３月 31 日確認） 

*10 経済産業省：「通商白書 2014（PDF版）」第Ⅰ部 第１章 第１節世界経済危機後の変化（リーマン・ 

ショック前から直近年まで）． 

   https://www.meti.go.jp/report/tsuhaku2014/2014honbun_p/pdf/2014_01-01-01.pdf 

   （令和５年３月 31 日確認） 

*11 厚生労働省：「経済連携協定（EPA）に基づく外国人看護師・介護福祉士候補者の受入れ概要」 

  https://www.mhlw.go.jp/content/000639886.pdfp 

  （令和５年３月 31 日確認） 

*12 出入国在留管理庁：「外国人材の受入れ及び共生社会実現に向けた取組」 

  https://www.moj.go.jp/isa/content/001335263.pdf 

  （令和５年４月５日確認）※編集作業中に更新されたため直近のデータに差替 

  注）医療・介護関係では、介護分野のほか、施設管理部門のビルクリーニング分野（外部委を含む）

での受入れが想定される。 
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   人口の推移・少子高齢化と世帯構造の変化のまとめ 

   〇その３：多文化共生の視点からの対応（在留外国人等への対応） 

   ・本県では、活発な産業活動を背景に、多くの外国人が在留している。 

   ・近年は、医療・介護人材の不足を背景に、経済連携協定（EPA）や特定技能制度に

基づく在留外国人数も増加している。 

   ・今後は、これらの枠組み以外によるものを含め、本県に在留する外国人がさらに増

加することが見込まれることから、多文化共生の視点からも、地域における医療提

供体制を整備していく必要がある。 
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